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概要　近 年 ， 放射線 被曝がな く測定場所 に 制約が 少な い 超音波骨密度測定装置（超音波法）に よ る踵骨骨

量測定 が 普及 し，地域住民 の 骨粗鬆症健診等 に 利用され て い る．こ れ まで ， 超音波法 に て健常女性 の 踵

骨骨量 を検討 した 論文 は，20歳以上 を対象 と して お り， 20歳未満を対象 と した もの は極め て 少な い ．

　今 回我 々 は 超 音波法 に て 工2〜 75歳 ま で の 健常女 性 の 踵骨骨 量 を測定 し，同法 に お け る Peak 　bQne

mass （PBM ）形 成時期 を調べ た ．ま た ，
　PBM に 影響す る 因子 に つ い て 検討 し，運 動継続 の 重要性 に つ い

て 明 らか に し た．

　対象は富山県下 に 在住す る 明 らか な 骨代謝異常 に 関運 す る 疾 患 の 認 め られ な い 女 性 845名 で ， 内訳 は 中

学・高校・短大生 411名 と，20〜75歳 の 地域住民 434名で あ る．超音波骨密度測定装置 Achi11es （Lunar 社）

を用 い
， 右踵骨 の Stiffness（ST ）を測定し た．

　 こ の 結果，中学
・高校 ・短大生 の ST は20歳以降の どの年代の それ よ りも高値で あ っ た．とくに 高校 ・

短大生 の ST は20歳以降の 各年代の そ れ よ り有意 に高か っ た．

　 っ ぎ に，PBM の 影響因子を調 べ る ため に 中学 ・高校 ・短大生 366名 に 対 し月経歴，運動歴，牛乳摂取

状況 と ST の関係 を検討 した．また短大生 の
一

部 98名 に 対 し食事調査 を施行 し ST と の関係を み た．

　ST は ， 中学生 で は初経 後年数 と正 の相関が み られ た が 有意で は なか っ た ．高校生 で は身長 ， 体重 ，

Body 　mass 　index （BMD ，初経後年数，運動歴と ， 短大生 で は 身長 ， 体重 ，　 BMI
， 運動歴 と有意な関

係 が み られ た ．ま た，高校 ・短大生 の 影響因子 に つ い て 重回帰分析 を行 い
， 高校生 で は運動歴 と初経後

年数 が ，短 大 生 で は 運 動歴 が 説 明 変数 と し て 妥当で あ っ た．

　PBM の 形成時期に あ る高校 ・短大生 の 骨量 は，中学時代 か ら の 継続 的 な 運動習慣 に よ っ て 高め ら れ る

こ とが 示 唆さ れ た．

Synopsis　We 　can 　find　accumulated 　data　obtained 　by　ultrasound 　borle　densitometry　in　women 　of　20

years　and 　upward ，
　but　not 　in　younger　women ．　This　study 　investigated　the　age 　of　peak 　bone　mass

（PBM ）and 　factors　inHuencing　the　stiffness （ST ）of　the　os 　calcis 　in　younger　Japanese　women 　by

ultrasound 　bone　densitornetry．

　Eight　htmdred　and 　forty−five　 women 　in　Toyama 　 were 　 enrolled ．　 They 　 consisted 　 of 　411　 students

aged 　12− −20　and 　434　women 　of　20　years　and 　upward ．　The 　ST　of　the　os 　calcis “was 　measured 　with 　an

‘‘Achilles”ultrasound 　bone　densitometer（Lunar　CQrp）．

　The 　ST　in　women 　aged 　l5− 20　was 　the　highest　overalL

　 Factors　innuencing　PBM 　in　younger 　womell 　were 　analysed ．　The 　ST 　 of 　junior　high　schoo ］students

was 　positively　cQrrela 亡ed　with 　the　years　following　menarche ，　The　ST 　of　high　schoo 工students 　was
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positively　correlated　with 　height
，
　weight

，
　body　mass 加 dex

，
　continuous ＄ports　activity 　and 　the　years

fo110wing　mcnarche ．　Thc 　ST 　of 　college 　students 　was 　positively　correlated 　with 　height
，
　weight

，
　body

mass 　index　and 　continuous 　sports 　activity ．

　Multivariate　analysis 　showed 　that　continuous 　sports 　activity 　and 　the　years 　follQwing　menarchc 　in

high　school 　students 　and 　continuous 　sports 　activity 　in　college 　students 　were 　independent　factors
associated 　 with 　ST．

　This　study 　suggests 　that　continuous 　sports 　activity 　increases　PBM ．

Key 　words ： Ultrasound　bone　dens｛tometry ・Peak　bone　mass ・Os　calcis

　　　　　　　　　緒　　言

　骨粗鬆症は女性 に 圧倒的 に 多 く発症 し，その
一

部は脊椎圧迫骨折や大腿骨頸部骨折 を起 こす危険

が あ り， Quality　of　life（QOL ） を著し く損う と

され て い る．こ れ ま で 閉経後骨量低下予防 に つ い

て 多 くの 対策が 講 じ られて い る．し か し ， Peak

bone　 mass （PBM ）の 形成時期 と影響因子 を解明

し ， そ の 増加を計る こ と が
， よ り根本的な予防策

として重要で ある．

　最 近 の Dual　 energy 　 X −ray 　 absorptiometry

（DEXA 法）に よ る若年女 性 の研 究で は腰 椎や 大

腿骨頸部の PBM は 14〜 15歳 ま で
1）2）

， 又は 10歳代

後半
3》に形成 され る とい われ て い る，

一
方 ， 地域住

民の 骨粗鬆症健診等に広 く利用 され て い る超音波

骨密度測定装置 （超音波法）に よ る 踵 骨骨量 に っ い

ては ， 20歳未満を対象 とした論文 は極めて 少な い ，

　 また こ の 年代 の骨量 に影響す る因子 と して
， 身

長 ， 体重 ， 初経後年数，
Tanner　stage な どが挙げ

られて い るが
1）2〕4）〜η

， 運動歴や カ ル シ ウム摂取 な

どの 生活習慣 と骨量 との 関係に つ い て は
一
定した

見解が得 られ て い な い ．

　今回 ， 我々 は超音波法 に て ， 12〜75歳ま で の健

常女性の 踵骨骨量 を測定 し ， 本法 に よ る PBM 形

成時期 を調 べ た，また ， PBM に影響 する 因子 を明

ら か に す るた め ， 中学 ・高校 ・短大生の 骨量に 影

響 す る因子 に つ い て検討 した．

　　　　　　　 対象および方法

　対象 は ， 富山県下 に在住す る明 らか な骨代謝異

常に関連す る疾患の認 め られ な い 女性845名 で あ

る．そ の 内訳 は ， 中学生 （12〜13歳）46名 ， 高校生

（15〜18歳）200名 ， 短大生 （18〜20歳）165名， 計 411

名 と ， 我々 が行 っ た地域住民の 骨粗鬆症健診を受

診 した 20〜75歳 ま で の女性 434名で ある （表 1 ）．

表 1　中学 ・高校 ・短 大 生 と 地域住民 （2 〜75歳）の

　StiffneSS

年齢 n Stiffness（mean ±S．D ．）

］2〜ユ3　 　中学生 　　 46

15〜18　　高校生　 　 200

18〜20　 短大生 　　 165

90．6LL　ll．5

92．  ：LF　12．2
91，2± 13．7

20〜2930
〜3940
〜495

  〜596

 〜697

 〜75

4813267671051586，5± 15，3bc
86．3± 13，6b°

82．1± 11．2abc
75．3± 玉3．3abc
66、0± 　9．labじ

60．3± 　8．5abC

”1中学生 と比 較 して 有意 に 低 い

b
；高校生 と比較 して 有意 に 低 い

C

；短 大生 と比較 して 有意 に低 い

　測 定 に は 超 音 波 骨 密 度 測 定 装 置 Achilles

（Lunar 社）を 用 い
， 右 踵 骨 の 超音波 伝 導 速 度

（speed 　of　sound
，
　 SOS ）と超音波減衰係数 （broad−

band　ultrasound 　attenuation
，
　 BUA ）よ り求め ら

れ る Stiffness（ST ）（0．67BUA 十〇．28SOS − 420）

を骨量の指標 と した ．SOS ＝（Y ⊂〕Ung 率（N ／m2 ）／

density（kg／m3 ））
1 「2

の 関係 が あ り，

一般 に海綿骨

で は ， 骨密度の 増加に 伴っ て Young 率は増加 し ，

よ り高 い SOS を得 る こ と に な る．また超音波は

骨 を透過する 際そ の振幅が減衰する が ， 各周波数

帯 に お ける減衰 の 傾 き BUA （dBIMHz ）は骨硬度

を反映 し，骨密度が高 い と BUA が 高値 を示す
s）．

以上 よ り SOS ，
　 BUA か ら算出され る ST は骨 密

度が 高い ほ ど高値 と な る ．また今回 と くに ST を

指標 とした理 由は，SOS ・BUA より腰椎骨密度 と

の 相関が 大 き い こ と
8｝と ， SOS ・BUA よ り椎体圧

迫骨折者 と非骨折者 の 分離 に有 用
9）と の 報告 に 基

づ い た もの で ， 骨量 の 指標と して よ り有用 と考え

た た め で ある．
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表 2　 対象の 背
’
景
．

年齢 身長 （cm ）　 体聖 （k9＞ BMI 初経 後年・数

中学生 （n ；45）　　　　12，3± O．5　　152，6± 4，6

高校生．（n ；］70）　 16．2±O．9　 158．1±5．1

短 大生 （11＝151）　 18．8± O．5　 158．0±4．9

43，6± 6，1　　18，7 ：ヒ2 ．5
52．5± 7．1　　 21，0±2．4　　　　4，0±1．4
52．5± 7．4　　　21，0二L2．7　　　　6．7二L］．2

rnean 士 S．D ．

表3−1 ア ン ケート（抜粋）

〈運動〉

・中学 1年生か ら い ま まで ず っ と，課外 ク ラ ブで 運動 して い た．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は い 　　・　　い い え

　「は い 」の 方 へ

　運動量 は，1 ，週 4 回以上 　 2 ．週 3 回程 度　 3．週 2 回程度 　 4 ．週 1 回程度

　 1 日の 運勤時間 は，1 ．2 時間以上 　 2 ．1時間程度 　 3．30分程度　 4 ．30分未満

　運動種目は何で す か

・申学 1年生 か らい ま ま で ず っ と，体育 の授 業以 外運 動 を し た こ とが な い ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は い 　 ・　 い い え

　　　　　　 表 3．2　食事 調 査 （抜 粋 ）

　あ な た の 普段の 食事 につ い て，以 下 の 食品 群 ごと に そ の摂

取 頻度 と 1 回平均 の 摂 取量 （基準 量 の お よ そ何倍か ）を ， 該当

す る欄を○で 囲 んで ドさい ．

食晶群 食晶例

　 　 　 　 　 　 　 　 1 回平 均
　 　 　 　 　 　 　 　 　摂取 量
基準量 　　摂取頻 度
　 　 　 　 　 　 　 　 （基 準量 に

　　　　　　　　 対す る景）

ご は ん
普通茶碗
1杯 150g

食 べ な い

月1〜2回
週 1回
3口に 1回
2R に 1回
1日に 1回
IH に 2回
1口に 3回

食 べ ない

月 1〜2回
週 1回
3日に 1回
2日に 1同
1日に 1回
1日に 2回
1H に 3回

1／4倍景

1／2倍量
同量
3／2倍量
2倍量

5f2倍量

3倍 量

（1） 主 食 は ど

の位 食べ ます
．一．一一一一．一．一一一一一一一．一．一一一一．．．．一．一一．……一………・…．一

か

パ ン 　　　 8枚切 狙 枚
菓子パ ン 　 　工個　 　50g

1〆4倍量
1／2倍量
同 量

3〆2倍量

2倍量

5／2倍量
3倍量

（2）麺類 は ど 　そ ば

の位 食べ ます　う どん

か 　 　 　　 　 中華麺 等

　 　 　 　 　食 べ な い

　 　 　 　 　 月1〜2同

　 　 　 　 　 週 1回

・杯2・。・ 舞 1囲
　 　 　 　 　 1日に ］回
　 　 　 　 　 lH に2回

　 　 　 　 　 1日 に3回

量
量

量

量

鐺
犇
雛
糧

1／
1／
同

31
所
5／
餠

　測 定精度 を調査す る た め ， 5 人 の 被験者 を 3 回

測 定 し た と き の CV は2．1± 1．7％ （mean ± S．D ．）

であ っ た ．

　 PBM の 影響 因 子 を調 べ る た め に 行 っ た ア ン

ケ
ー

トにて回答が 得られた 中学 ・高校 ・短大生の

3 群 366名の 月経歴，運動歴 ， 牛乳摂取状況 と ST

との 関係 を検討 した ， 3群の 背景は表 2 に 示 す．

また 短大生 の
一

部 98名 に 対 し食事調査 を施行 し

た．ア ン ケ
ー

トお よび食事調査 の 抜粋 を表 3 に示

す．

　統計学的処理 に は ， 2群比較に つ い て は t検定 ，

多群比較に つ い て は Tukey 検 定 を用 い た．また

重回帰分析 を用 い て 影響因子の 解析 を行 っ た ．

　　　　　　　　　　成　　績

　1．PBM の 形成時期

　中学 ・高校 ・短大生の ST は 20歳以降の どの年代

の それ よ りも高値 を示 した．統計学的検討で は ，

高校 ・短大生 の ST は 20歳以降の各年代 の そ れ よ

り有意 に 高か っ た （表 1 ）．

　ll，　 PBM の 影響因子 の 検討

　 1．初経後年数

　図 1 に 各群別の 散布図 を示す．中学生で は有意

で はない が正 の 相 関 を認 め（p＝0．07）， 高校生 で

は有意 な正 の 相関が み られ た （p 〈 0．05）． し か し

短大生 で は関連 は み られ なか っ た．

　 2．体格因子

　 中学生で は 関連 は なか っ たが ，高校 ・短大生で

は 身長 ， 体重 ， Body　mass 　index（BMI ）すべ て に

有意な正 の相関を認 め ， と くに体重 との相関が高

N 工工
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　 　 初経後年数

か っ た （p＜ O．OOI）（表 4 ）．

　3．運動歴

1　　 2

図 1

3　　　4　 　　 5　　　 6　　　7　　　 8

　 初経後年数

初経後年数 と Stiffness

E　 56 　 　　 7　　　 8　　 　 9　　 田

初 経 後年 数

表 4　 体格因子 と Stiffnessと の 相 関 係 数

中学生 高校生 短大生

　過去か らの運 動習慣 と骨量 の 関係を調査 した．

中学生 で は ， 小学 5 年生 よ り継続 し て週 1 回以上

課外 ク ラ ブ で 運動 して い る群 （a 群）は，そ うで な

い 群 （b群 ）よ り ST が 高値 で あ っ た が有意 な関係

で はな か っ た （表 5−1）．

　高校生で は
， 中学 1 年生 よ り継続し て 週 1 回以

．ヒ課外 ク ラ ブ で 運動 し て い る群 （a 群）は ， そ うで

な い 群 （b 群）よ り ST が 有 意 に 高 か っ た （p 〈

　

　

エ

長

重

M

身

体

B

0．1620
．141D

．153

0．234淋

0 ．275零＊＊

〔〕．193零

0．223零 ＊

0．341塀＊

0，263半’

’
p 〈 〔，．〔〕5，　＊ ’

p 〈 0．  1，　＊ s ’

p く 0．001

0．（15）．短 大 生 で も 同様 の 結 果 が 得 ら れ た 俵

5−2）．

表 5　 運 動歴 と Stiffness

表 51 表 5−2

巾学生 高校 生 短大 生

且 君羊　　94．5± 13．5　（n ；12＞

b 群 　 89．5＋ 10．7 　（n ＝33＞

a 群 ；小学 5 年生 よ り継続 し て

週 1回以上課 外 ク ラ ブ で運 動 し

て い る群

b 群 ；a 群 の よ う な継続 した 運

動 経験 が な い 群

a 君羊　　93．9± ll．8
b 群 　　89．2±12．2 ：艀：1コ・

95．O± 12，8
89．2± 14．0 ［：：lli）］

・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’ p く O．05　 mean ±S．D ．
a 群 ：中学 1年生 よ り継続 して週 1回 以 上 課外ク ラ ブで 運動

し て い る群

b 群 ； a 群 の よ うな継 続 した 運 動 経験 が な い 群

表 6　牛乳摂取 と S　ti　ffness

中学 生 高校 生 短大生

a 群 　　　　91．6士13．5
b群　　　87．6±　9．6
c 群 　　　9〔）−4±　6．2

（n ＝28）

（］1＝B）

（n ＝9）

89．5± ll．6　　　（n ＝55）

9］．9．± 12．5　　（11＝74）
94．5± 12．1　　　（n ＝−41）

90．2LH−11．6　　（n＝35）
92．1± 14．7　　（n＝99）

86．9ゴ712 ．6　　（n＝17）

a 群 ； 1本以上 毎 日飲 む，b群 ； 1本以 上週 1〜6R 飲 む，

　 　 　 　 　 　 　 mean ± S ．D ．
c 群 ：全 く飲 まない
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　4．食事摂取状 況

　普段の 牛乳摂取 と ST と の 関係 を表 6 に 示す ．

表脚注 （a 〜c 群）に示 した よ うに摂取状 況を分類

した が ， 中学 ・高校 ・短大生 と も関連 は み られな

か っ た．

　食事調査 を施行 した短大生 98名の普段 の 1 日あ

た りの 栄養摂取量 と ST と の 関係 を表 7 に 示す．

カ ル シ ウ ム をは じ め と した ， どの 栄養素 ， 食品群

も関運は み られ なか っ た．

表 7　 1 日 あた りの 栄 養 摂 取 量 と Stiffness

相関係 数　 　 Pvalue

エ ネル ギー・　 　 − O．054

た ん ぱ く質 　 　 　 0．000

目旨質　　　　　　　　　　　
一

〇，034

炭水 化物 　　 　 　
一
〇．081

カ ル シ ウ ム 　 　 　 0．Ol7

穀類 　　 　　　　一一〇．031
い も類　　　　

．0．045

菓子 類 　　 　　　
一

  ，050

油類 　　　　　　　　　　　
一

〇，048
豆類 　 　 　　 　 　 0，000
魚類 　 　　 　 　　 0．069

肉類 　 　　 　 　 一
〇．田 2

卵類 　　　　　　
一

〇．〔〕46

亊L類 　　　　　　　　　　　0．Ol9
淡 萸色 野 菜類　　

一
 ．077

緑黄 色 野 菜 類 　 　
．0，087

海草類 　　 　　　　G．171

果物類 　 　 　　 　
一

 ．047

飲物　 　　　　 　一〇．〔〕85

5325896063890523843 

743666345006560951

69748766695968440640000000

 

0000000U

り

00

短大．生98名

表 8　 影 響 因子 の 重 同帰分析

高校生

　運動 歴

　初経 後年数

　身長 （cm ）

　体重 （kg ）

　 BMI

短大生

　運動 歴、

　身長 （crn ）

体亜 （k9）
　 BMi

回帰係 数　　 Pvalue

3．310
ユ，4122252

− 2．5757
．243

3．8630
．829

− 0．2442
．013

〈 O ，Ol
＜ O．〔｝50

、160

，290
．24

く 0．  50
．610

，92
〔｝．74

高校 生 ；R2＝0．150，短大生 ；R2−．0．162

　 5．多変量解析

　高校 ・短大生に お い て ST と有意 な関連が み ら

れ た影 響 因子 に つ い て 重 回 帰分析 を行 っ た と こ

ろ
， 高校生 で は運動歴 と初経後年数が ， 短大生で

は運動歴が 説明変数 と し て 妥当で あ っ た （表 8 ）．

　　　　　　　　　 考　　察

　子供 の腰 椎骨密度 （DEXA 法 ）は ， 1〜 4 歳
5）
の

間に 急増 し ， 緩徐 な増加 を示 した 後 ， 10〜15歳 6）
又

は12〜17ues｝7）の 間 に 再 び急激 な増加 が あ る と い

う．

　PBM の 形成時期 に つ い て の研 究 は ，
　 Bonjour

eta1 ．1＞が ， 9〜18歳の 健康な男女 207名の 腰椎 ・大

腿 骨 頸 部骨 密度 （DEXA 法 ）を 測 定 ， 女 性 で は

14〜15歳で すで に成人女性（20〜35歳）の 平均値 と

ほ ぼ同等で あっ た と報告 して い る． また 日本人女

性の横 断的研 究で は腰椎骨密度 （DEXA 法）は
，
10

歳代後半 に ピ ー
ク に達す る とい わ れ て い る

3）
．

　 こ の よ うに，DEXA 法に よ る若年女性 の腰椎 ・

大腿骨頸 部骨密度の 解明が すす む
一

方 ，
20歳未満

の女 1生踵骨 骨量 に 関す る検討 は少 な く， Single−

energy 　X −ray 　absorptiometry （SXA 法）に よる報

告
1°）な どが み られ る の み で ある．近年 に な っ て ， 放

射線被曝が な く測定場所 に制約が少 な い 超音波法

に よ る踵骨骨量測定が 普及 し， わが 国で も地域住

民の 骨粗鬆症健診等 に利 用さ れ て い る．超音波法

に よる健常女性の 踵 骨骨量 の 測定は ， Damilakis

et　 aLii ）
をは じめ と して諸 家の報告

】2♪
− 14 〕

が み られ

るが ， その い ずれ もが 20歳 ない しは 30歳以．Lの健

常女性の 報告 で あ り， 20歳未満の 女性 を対象 とし

た論文 は 極め て 少な い ．また超音波法 は同 じ踵 骨

骨 ：量 を測 定 す る SXA 法 に 比 べ て ，測 定精 度 や

データ収集時間が 同等 で あ り ， な お か つ 放射線被

曝が な い と い う基本性能 の ほ か ，わ が 国にお け る

普及の面 か ら も健診 に適 し て い る
15）とい われて い

る．

　そ こ で我々 は ， 中学 ・高校 ・短 大生 の 踵骨骨 量

を超音波 法に て 測定 し ， 地域住民の 骨粗鬆症健診

に て 得 られた 20歳以降の 健常女 1生の それ と比較検

討 し た ．今 回 の 検討 で は 超音波法 に て 得 られ た

ST は高校生が ピー
クで ， 20歳以 降の 各年代 よ り

有意 に 高い こ と が判明 した．
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　PBM は約50〜80％が 遺伝的要因に よ り決 定 さ

れ ， 20〜 50％が 環境要因 と い われ る
16 〕．こ れ ま で の

検 討で は，身長 ・体重 ・初経 後年数
112）

， Tanner

stage
‘）A’7）が 若 年女性の骨 量 に 影響す る 因子 と し

て い われ て い る．

　一方 ， 運動歴や食事摂取状況 な どの 生活習慣 と

若年女性の 骨量 との 関係 も各種測定法で検討 され

て い る が ， 対象年齢の 幅や 質問項 目 ， 測定部位が

それ ぞ れ異な っ て お り，

一
定の 見解が得 られ て い

ない ． また若年女性 を対象 に超音波法を用 い て生

活習慣 と骨量 の 関係を検討 した論文は こ れ までみ

られ な い ．

　 こ れ ま で の 検討で は Fehily　et　aLln が ， 20〜23

歳 の 女性 182名の 前腕骨 密度（Single−photon 　 ab −

sorptiometry ，
　SPA 法 ）は ，現在や 12歳時の運動習

慣 と有意 な正 の 相関が あ っ た とし て い る． しか し

現在の カ ル シ ウム ・ビ タ ミ ン D 摂取 との相関 は低

く， 重 回帰分析で は有意な相関 は み られな か っ た．

ま た Cooper 　et　al．IB》は ， 21歳女性 153名の 腰椎・大

腿骨頸部骨密度 （DEXA 法）が ， 身長や 体重 の ほ か

に 現在 の outdoor 　walking や学生時代 の ス ポー

ツ活動の程度 と有意な正 の相関が あ っ た として い

る．カ ル シ ウ ム 摂取量は腰椎骨密度と の相関を認

めたが ， 大腿骨頸部骨密度 とは関連が なか っ た ．

　 今回 の我々 の検討 は ， 対象年齢の 幅 をで きるだ

け少な くす る た め
，
ST に 影 響す る因子 を中学・高

校 ・短 大生別 に検討 し ， 中学時代か ら の 運動継続

の重要性 に つ い て 明 らか に した．

　 影響因子 は中学生 で は有意で はな い が 初経後年

数 ， 高校生で は身長 ， 体重，BMI ，初経後年数，

運 動歴 ， 短大生で は身長，体重 ， BMI ， 運動歴で

あ っ た．さ らに 高校 ・短大生 に お い て ，
こ れ ら因

子に つ い て 重 回帰分析を行 っ た と こ ろ，説明変数

と して 妥当な因子 は，高校生 で は運動歴 と初経後

年数 ， 短大生で は運動歴の み で あ っ た．

　
一

般 に ， 運 動 に よ る骨量増加の 機序 は
， 直接的

に は運動刺激が骨 を電気的 に刺激 し， 骨芽細胞の

活性化 を図 り骨形成 を促進 さ せ る こ と ， また間接

的に は筋肉量の 増加， 食欲亢進 に よ る カ ル シ ウ ム

摂取亢進，戸外運動 に よる皮膚で の ビ タ ミ ン D 合

成亢進な どが い わ れ て い る
19）．

　 し か し ， こ の 年代の 女性の 運動 と骨量の 関係 に

っ い て は注意を要す る．Dhuper 　et　al、
20 ｝

は ，
13〜20

歳の 女性43名 の第 1 中足骨 骨密 度 （DEXA 法）を

測定 し ， 骨密度の 低 い 群 は逆 に 日常の 活動性が 高

か っ た とし て い る， こ の 理 由 と し て ，
こ の群に は

過度の運動 に よ る続発性無月経が 含 まれ て い た こ

と を挙 げて い る．我々 の 検討で は ， そ の よ うな対

象者 は含 まれ て い な い ．

　今 回 の 検討 で は初 経後年 数 は 中学 ・高校 生 の

ST とは 関連す るが
， 短大生 で は関連が なか っ た ．

腰椎骨密度 （DEXA 法）の 縦断的研究
z）で は ， 初経

後 2 年問の 増加が大 き く， 初経後 4 年以上経て い

る人 は増加 が み られ な くな っ て い る．今 回対 象 と

な っ た短大生 はす べ て 初経後 4 年以上経 て お り妥

当な結果 と考 え られ た．

　カ ル シ ウ ム 摂取 は ， 前述 の よ うに 運動歴 ほ ど骨

密度 と の相 関が 少 な い とい う報告
17）18）S あるが ，

Hirota　 et　 al．zi｝は 19〜25歳の 日本人 女性161名の

前腕骨密度 （SPA 法）は，子供時代 の 牛乳摂取や現

在の カ ル シ ウ ム 摂取量 と有意 な相 関が あ っ た と報

告 して い る．また Matkovic　et　aL22 ）は ， カ ル シ ウ

ム 摂取量 が 2倍違 う二 つ の地域の 骨量 の比 較 し ，

有意 な差 を報告 して い る．我 々 の 成績か らは，牛

乳摂取 との 関連は見出せ なか っ た ．また ， 食事調

査 を実施 した 短大生 98名の成績で も，
1 日 の カ ル

シ ウ ム摂取量 と の 相関 は み られ な か っ た．今後 ，

過去 か らの 摂取状況 を検討す る こ とが必要 と思わ

れ た．

　我 々 の 成績か ら ， PBM の形成時期 に あ る 高校・

短大生の 骨量 は ， 中学時代か ら の 継続的な運動習

慣に よ っ て高め られ る こ とが示唆 され た．

　本研究 に ご協力 い た だ い た 竄山県小 杉保健所，国立富山

商船高等専門学校 ， 富山女子短期大学 ， 同桑守 豊 美教授 ，

富山医科薬科大学医学部保健医学教室 山上 孝司講師 に 心 か

ら 感謝 い た し ま す．

　 本論文 の 要旨は，第48回 日本産 科婦人科学会学術講演会

に お い て 発表 した．
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